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□
芳
賀
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

内
容  

平
成
24
年
８
月
に
公
布
さ
れ

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
第

77
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
町

村
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
策
定
な
ど
の
事
務
を
処
理
す

る
た
め
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、合
議
制
の
機
関
を
置
く
よ
う
努
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
町
に
お
き
ま
し
て

も
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

質
疑　
増
渕
さ
つ
き
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
教
育
に
関
す
る
事
務
の
職

務
権
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

内
容  
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
24
条
の
２
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
事
務
を
町
長
が
管
理
し
、
及

び
執
行
す
る
た
め
、議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。　
　

質
疑・反
対
討
論 

小
林
一
男
議
員

（
原
案
可
決
）

〈 

条
例
制
定 

〉

〈 

条
例
改
正 

〉

□
芳
賀
町
職
員
定
数
条
例
及
び
芳
賀

町
部
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

内
容  

芳
賀
町
教
育
に
関
す
る
事
務

の
職
務
権
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
伴
い
、町
長
部
局
と
教
育
委

員
会
の
職
員
定
数
を
変
更
す
る
も
の

で
す
。ま
た
、社
会
体
育
に
関
す
る
事

務
を
健
康
福
祉
課
で
所
掌
す
る
こ
と

と
し
、新
た
に
介
護
保
険
に
関
す
る
事

務
を
所
掌
す
る
高
齢
者
支
援
課
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

質
疑　
増
渕
さ
つ
き
議
員

　
　
　

北
條　

勲　

議
員

（
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
内
容  

成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
回

復
等
に
関
す
る
公
職
選
挙
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、地
方
自
治
法
で
規
定
さ

れ
て
い
る
町
長
等
の
失
職
要
件
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、期
末
手
当
の

支
給
に
関
す
る
要
件
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

国
家
公
務
員
の
昇
給
停
止
制

度
に
準
じ
、55
歳
を
越
え
る
昇
給
停

止
と
な
る
職
員
で
、勤
務
成
績
が
特
に

良
好
で
あ
る
場
合
の
昇
給
基
準
を
設

け
る
改
正
を
行
う
も
の
で
す

質
疑　
増
渕
さ
つ
き
議
員

（
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
税
外
収
入
金
に
か
か
る
督
促
手
数

料
及
び
延
滞
金
徴
収
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

□
芳
賀
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

平
成
25
年
度
に
お
け
る
地
方

税
法
の
改
正
に
よ
り
、地
方
税
の
延
滞

金
・
還
付
加
算
金
の
割
合
が
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、そ
れ
ぞ
れ
の

条
例
に
金
利
の
引
き
下
げ
に
対
応
す

る
た
め
の
新
た
な
特
例
基
準
割
合
を

設
け
、平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
引

き
下
げ
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

条例制定・一般会計補正予算など　議案を可決

12月定例会
の概要

　平成２５年第７回町議会定例会は、１２月３日から６日までの４日間の会期で開かれました。
　初日の3日は、町長から提出された全議案の提案理由の説明、各常任委員会の事務調査報告と
２名の一般質問が行われました。５日には、４名の議員が一般質問を行い、６日には全議案の質
疑・採決が行われ、慎重審議の結果、全件原案のとおり可決し、定例会を閉会しました。
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□
芳
賀
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

内
容  
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
標
題
中
、「
保
護
」
が
「
保
護
等
」

に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
連
す

る
条
例
中
の
規
定
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
・
原
案
可
決
〉

□
芳
賀
町
光
の
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

芳
賀
町
光
の
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
施
設
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
、
平
成

26
年
4
月
1
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
消

費
税
増
税
に
伴
い
、消
費
税
率
の
増
額

分
3
％
を
上
乗
せ
し
た
利
用
料
金
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
30
メ

ガ
と
100
メ
ガ
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、

競
合
他
社
と
の
利
用
料
金
の
比
較
に

よ
り
、
指
定
管
理
委
託
先
の
宇
都
宮

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社
が
昨
年

末
か
ら
利
用
料
金
値
下
げ
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在

行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
価
格
に
3
％
を

上
乗
せ
し
た
利
用
料
金
に
改
正
す
る

も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
工
業
団
地
管
理
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
工
業
団
地
体
育
館
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
商
業
集
積
地
共
同
店
舗
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
適

用
さ
れ
る
消
費
税
増
税
に
伴
い
、消
費

税
率
の
増
額
分
3
％
を
上
乗
せ
し
た

利
用
料
金
に
改
正
す
る
で
す
る
も
の

で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
ふ
る
さ
と
交
流
体
験
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
の
テ

ナ
ン
ト
利
用
料
金
に
つ
い
て
、
町
内
に

あ
る
同
様
の
施
設
と
の
公
平
性
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
テ
ナ
ン
ト
か
ら
も

利
用
料
金
積
算
基
準
の
公
平
を
求
め

る
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
利
用
料

金
の
基
準
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
会
議
室
等
に
つ
い
て
も
平
成

26
年
4
月
1
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
消

費
税
増
税
に
伴
い
、消
費
税
率
の
増
額

分
3
％
を
上
乗
せ
し
た
利
用
料
金
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
温
泉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

□
芳
賀
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

温
泉
セ
ン
タ
ー
及
び
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
料
金
は
、町
内
利
用

者
・
町
外
利
用
者
と
も
同
一
料
金
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
の
施
設
で
は

町
内
・
町
外
で
料
金
を
分
け
て
い
る
施

設
が
多
い
実
態
で
あ
る
こ
と
を
参
考

と
し
、
併
せ
て
、
消
費
税
の
増
税
に
よ

る
損
益
を
考
慮
し
た
上
で
、
料
金
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
中

学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
の
体

力
向
上
の
観
点
か
ら
料
金
を
据
え
置

き
す
る
も
の
で
す
。

質
疑　
市
川　

宗
司　

議
員

　
　
　

小
林　

一
男　

議
員

　
　
　

北
條　
　

勲　

議
員

　
　
　

石
川　
　

保　

議
員

　
　
　

小
林　

俊
夫　

議
員

　
　
　

水
沼　

孝
夫　

議
員

反
対
討
論 

石
川　

保　

議
員

　
（
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

□
芳
賀
工
業
団
地
排
水
処
理
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

内
容  

消
費
税
の
税
率
が
平
成
26
年

4
月
1
日
に
5
％
か
ら
8
％
に
引
き

上
げ
る
こ
と
を
受
け
、
地
方
財
政
法

第
5
条
第
1
号
に
規
定
す
る
公
営
企

業
会
計
の
使
用
料
に
か
か
る
消
費
税

等
相
当
額
の
増
加
分
を
適
正
に
使
用

料
に
転
嫁
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
字
の
区
域
の
変
更
及
び
設
定
に
つ

い
て

内
容  

宇
都
宮
都
市
計
画
事
業
祖
母

井
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
実
施
前

の
状
況
と
符
合
し
な
い
字
の
区
域
及

び
設
定
が
生
じ
た
た
め
、
地
方
自
治

法
第
260
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
、字

の
区
域
の
変
更
及
び
設
定
を
行
う
も

の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

〈 

区
域
変
更 

〉
〈 

規
約
の
変
更 

〉

□
栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
栃
木
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

内
容  

平
成
26
年
３
月
31
日
に
佐
野

地
区
広
域
消
防
組
合
が
解
散
す
る
こ

と
、
同
年
4
月
1
日
か
ら
消
防
本
部

を
設
置
し
て
い
る
7
市
6
組
合
が
栃

木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
お
い

て
、
消
防
救
急
無
線
設
備
の
整
備
及

び
管
理
事
務
の
共
同
処
理
を
開
始
し
、

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
及

び
黒
磯
那
須
公
設
地
方
卸
売
市
場
事

務
組
合
が
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
又
は
通
勤
災

害
に
対
す
る
補
償
事
務
の
共
同
処
理

に
加
入
す
る
こ
と
、
ま
た
、
平
成
26
年

4
月
5
日
に
下
都
賀
郡
岩
舟
町
を
廃

し
、そ
の
区
域
を
栃
木
市
に
編
入
す
る

廃
置
分
合
が
行
わ
れ
る
こ
と
及
び
栃

木
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
が
解
散

す
る
こ
と
か
ら
栃
木
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
を
減
少
し
、
栃
木
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
規
約
を
変
更
す
る
こ

と
に
つ
い
て
協
議
し
た
い
の
で
、
地
方

自
治
法
290
条
の
規
定
に
よ
り
、議
案
を

提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）
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□
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
栃
木
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

内
容  

平
成
26
年
４
月
５
日
に
下
都

賀
郡
岩
舟
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を

栃
木
市
に
編
入
す
る
廃
置
分
合
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
栃
木
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
を
変
更
す

る
こ
と
に
協
議
し
た
い
の
で
、
地
方
自

治
法
第
291
条
の
11
の
規
定
に
よ
り
、議

案
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成
25
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計
補

正
予
算
第
４
号
に
つ
い
て

内
容  

総
額
に
1
億
5
，０
１
０
万
7

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

69
億
8
，９
８
０
万
7
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

主
な
歳
出
内
訳
は
、バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
建
設
に
係
る
工
事
費
3
，

９
２
５
万
8
千
円
、職
員
・
学
校
の
パ

ソ
コ
ン
更
新
に
係
る
費
用
4
，７
９
８

万
5
千
円
、総
合
運
動
公
園
内
の
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
建
設
予
定
地
の
樹

木
の
伐
採
等
委
託
料
892
万
5
千
円
等

で
す
。

質
疑　
増
渕　

さ
つ
き
議
員

　
　
　

杉
田
貞
一
郎　

議
員

　
　
　

水
沼　

孝
夫　

議
員

　
　
　

北
條　
　

勲　

議
員

　
　
　

石
川　
　

保　

議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
第
２
号
に
つ
い
て

内
容  

総
額
に
100
万
８
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
19
億
６
，

１
７
０
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
出
内
訳
は
、国
保
税
の
還

付
金
と
平
成
24
年
度
の
高
齢
者
医
療

制
度
円
滑
運
営
補
助
金
の
精
算
に
伴

う
返
還
金
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成
25
年
度
芳
賀
町
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第

３
号
に
つ
い
て

内
容  

総
額
に
240
万
円
を
追
加
し
、予

算
総
額
を
２
億
２
，８
６
９
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
出
内
訳
は
汚
水
流
入
量
の

増
加
な
ど
に
よ
り
処
理
施
設
等
の
光

熱
水
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

質
疑　
小
林　

一
男
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成
25
年
度
芳
賀
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
第
１
号
に
つ
い

て
内
容  

保
険
事
業
勘
定
総
額
に
２
，

９
７
８
万
９
千
円
を
追
加
し
、予
算

総
額
を
12
億
２
，９
７
８
万
９
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
出
内
訳
は
、基
金
積
立
金

２
，７
３
５
万
６
千
円
、諸
支
出
金

238
万
１
千
円
は
平
成
24
年
度
分
の
国

・
県
・
町
の
負
担
金
が
確
定
し
た
こ
と

に
よ
る
精
算
分
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成
25
年
度
芳
賀
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
１
号

に
つ
い
て

内
容  

総
額
に
71
万
円
を
追
加
し
、予

算
総
額
を
３
億
２
，
９
７
１
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
出
内
訳
は
、汚
水
流
入
量

の
増
加
や
保
守
管
理
業
務
日
数
の
増

な
ど
に
よ
り
処
理
施
設
等
の
光
熱
水

費
71
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

議
案
番
号

議  案  名

議
決
年
月
日

水
沼
孝
夫

北

條 

勲

市
川
宗
司

小
林
一
男

石

川 

保

増
渕
さ
つ
き

直
井
一
之

小
林
俊
夫

岩
村
治
雄

杉
田
貞
一
郎

小
林
信
二

大

島 

浩

見

目 

匡

賛
　
　

成

反
　
　

対

採
決
結
果

第7回
定例会

議案
第55号

芳賀町教育に関する事務の職務権
限の特例に関する条例の制定につ
いて

Ｈ 25
12/6

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 10 3
賛
成
多
数

議案
第56号

芳賀町職員定数条例及び芳賀町部
課設置条例の一部改正について

Ｈ 25
12/6

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1
賛
成
多
数

議案
第69号

芳賀町温泉センター設置及び管理
に関する条例の一部改正について

Ｈ 25
12/6

○ × × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 9 4
賛
成
多
数

賛否の公表　第7回定例会案件の採決結果
＊小林隆志議員は議長のため採決に加わりません

○：賛成　×：反対　賛成多数：可決

〈 

補
正
予
算 

〉
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１　調査事件
　　「芳賀チャンネルの有効活用について」
２　調査の意見と提言
　超高齢化社会の対応は、町民が安心した健康長寿の町づくりが基本と考えられる。これからの
町民の健康づくりを支えていくには、在宅健康管理が重要であり、そのシステムを構築しケーブ
ルテレビ回線を活用し、健康管理の支援を行う施策は有効と思われる。対象利用者宅に端末機を
置き、問診、血圧、脈拍、体温体重等を送ることによって、保健師がデーターを読み取り行政・
医療機関等でその対応をし、健康維持を持続す
ることが健康長寿に繋がると思われる。
　また、はがまる探検隊等の充実や町歴史を10
年単位で映像を振り返ること、選挙開票なども
念頭にいれ、加入率の向上や担当係の負担軽減
を図るため人員確保を検討すべきと考える。

総務常任委員会審査報告書

＜西会津町　ケーブルテレビ視察＞

１　調査事件
　　小中学校における外国語教育について
２　調査の意見と提言
　芳賀町では、義務教育の縛りの中、町の支援のもと、他市町に先駆けた語学教育がなされてい
る。2020年度より５年生からの英語教育を正式教科とする動きもあるなか、今後の英語活動の充
実には現場への尚一層の支援とともに、
個人の発達に対応した国際的実績をもつ
先進的な個人対応教材等の導入を進め、
対話や自己表現できる語学教育に努めら
れたい。

教育民生常任委員会審査報告書

＜仙台市　（学）聖ウルスラ学院視察＞
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平
成
26
年
第
１
回
議
会
臨
時
会
は
、

１
月
８
日
の
１
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
パ
ソ
コ
ン
購

入
に
関
す
る
財
産
取
得
と
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の

調
査
業
務
委
託
費
と
公
用
車
購
入
の

補
正
予
算
で
す
。

□
専
決
処
分
の
報
告

（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
）

内
容  

町
有
自
動
車
事
故
に
つ
い
て

損
害
賠
償
額
が
確
定
し
、
和
解
締
結

を
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
権
限
に
属
す
る
軽
易

な
事
項
は
町
長
に
専
決
が
委
任
さ
れ

て
い
る
の
で
、
12
月
12
日
専
決
処
分
し

た
も
の
で
す
。
損
害
賠
償
額
は
、
６
，

４
０
５
円
で
、
全
国
自
治
協
会
公
用

自
動
車
事
故
共
済
保
険
で
対
応
い
た

し
ま
し
た
。

□
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
パ
ソ
コ
ン

等
の
購
入
）

内
容  

平
成
25
年
12
月
20
日
に
指
名

競
争
入
札
に
付
し
た
「
パ
ソ
コ
ン
の
購

入
」
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

入
札
方
法

10
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

住
所
：
宇
都
宮
市
大
通
り
一
丁
目

　
　
　

４
番
22
号

日
興
通
信
株
式
会
社

支
店
長　

堀
越
一
正

質
疑　
小
林　

一
男
議
員

　
　
　

北
條　
　

勲
議
員

（
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
平
成
25
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計
補

正
予
算
第
５
号
に
つ
い
て

内
容  

総
額
に
１
，３
３
３
万
５
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
70
億
314
万
２

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。主
な
歳
出

は
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
基
本
整
備
計
画
策
定

の
た
め
の
調
査
業
務
に
係
る
費
用

630
万
円
、公
用
車
を
買
い
換
え
る
た

め
の
費
用
、総
務
費
294
万
円
、衛
生
費

136
万
５
千
円
、教
育
費
273
万
円
で
す
。

質
疑　
増
渕
さ
つ
き
議
員

　
　
　

小
林　

一
男
議
員

　
　
　

石
川　

保　

議
員

（
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

1
月
8
日
臨
時
会
の
概
要

〈 

報
　
　
　
告 

〉

〈 

財 

産 

取 

得 

〉

〈 

補
正
予
算 

〉

１　調査事件
　　｢県道バイパス開通に伴う将来のまちづくり｣
２　意見と提言
　　将来のまちづくりの一環として
（１）祖母井市街地においては市街化区域の見直しをすること。
　　道の駅の県道から芳賀バイパスまでの大字祖母井区域を取り込み、拡大すること。
（２）神社前付近から元JRバス駅駐車場付近の沿道型区画整理を実施し、商業集積地第２の
　　　核として整備すること。
　この付近は町一番の商店街であり、活性化
を図るべく盛り上がりのためのイメージ図作
成により、地元と前向きな話し合いをもう一
度検討されたい。
（３）道の駅の移転
　今後、市貝町「道の駅」の完成などを踏ま
えて、JAはが野の土地等を活用して、また
LRTの誘導なども考慮の上、芳賀バイパス沿
いに移転することが望ましい。
（４）芳賀高校跡地の整備
　　県住宅供給公社等に委託し、早急な造成整
備を推進すること。

産業建設常任委員会調査報告

＜喜多方市役所　視察＞
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町
長　

私
も
北
部
第
１
地
区

　
　
　

の
と
き
担
当
で
し
た
。職
員
と

し
て
推
進
に
当
た
っ
た
が
同
意
率
が

上
が
ら
ず
苦
労
し
た
。
遊
水
池
・
道

路
拡
張
で
地
元
負
担
金
を
な
く
し
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
れ
ば

同
意
も
得
ら
れ
る
の
で
、
ど
う
で
き
る

か
詰
め
て
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

農
業
の
大
転
換
期
に
対
応
す

　
　
　

る
こ
と
が
、芳
賀
町
の
農
業
を

持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
農
政
課
の
中
に
対

策
室
を
設
置
す
る
考
え
は
ど
う
か
伺

い
ま
す
。

　
　
　

町
長　

今
後
の
動
向
を
考
え

　
　
　

る
と
、必
要
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
担
当
課
と
勉
強
を
し
ま
す
。

　

今
ま
で
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
に
補

助
金
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
芳
賀
町

版
の
水
田
補
助
制
度
も
検
討
し
ま
す
。

料
用
米
等
の
新
規
需
要
米
へ
の
数
量

支
払
な
ど
の
経
営
所
得
安
定
対
策
の

見
直
し
や
農
地
維
持
支
払
・
資
源
向

上
支
払
の
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の

創
設
を
図
り
ま
す
。

　

芳
賀
町
は
総
面
積
の
5
割
弱
が
水

田
で
あ
り
、
減
農
薬
栽
培
や
完
熟
堆

肥
購
入
補
助
金
制
度
な
ど
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

米
は
重
要
な
基
幹
作
物
で
あ
り
ま

す
。
農
家
が
安
心
し
て
米
作
り
が
で
き

る
た
め
に
必
要
な
支
援
を
、
今
後
も

積
極
的
な
発
想
で
、さ
ま
ざ
ま
な
面
か

ら
考
察
し
、
芳
賀
町
の
農
業
施
策
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

農
業
農
村
の
集
い
の
中
で
、林

　
　
　

芳
正
農
林
水
産
大
臣
は
大
型

の
区
画
整
理
が
必
要
で
あ
る
と
の
考

え
か
ら
今
後
更
に
土
地
改
良
事
業
に

力
を
注
ぐ
と
言
っ
て
い
る
が
、
町
の
再

圃
場
整
備
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

政
府
は
5
年
後
に
米
の
生
産

　
　
　

調
整
（
減
反
）
を
廃
止
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
環
太
平

洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
を
に

ら
ん
で
進
め
ら
れ
て
い
る
攻
め
の
農

業
に
不
安
を
感
じ
ま
す
。貿
易
の
自
由

化
を
高
め
、
日
本
経
済
の
安
定
化
を

目
指
す
も
の
で
し
ょ
う
が
、
日
本
の
農

業
・
農
村
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、26
年
度
に
都
道
府
県
ご
と
に

農
業
中
間
管
理
機
構
（
農
地
バ
ン
ク
）

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農

地
バ
ン
ク
に
農
地
を
集
め
、
担
い
手
に

貸
し
出
す
も
の
で
す
。

　

減
反
廃
止
は
全
面
積
作
付
が
で
き
、

米
は
ま
す
ま
す
余
り
、
米
価
は
下
落

し
ま
す
。
大
転
換
期
が
5
年
後
に
迫

り
、
こ
れ
か
ら
の
芳
賀
町
の
農
業
農
村

の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
長　

米
の
減
反
政
策
は
5

　
　
　

年
後
に
廃
止
の
見
通
し
と
な

り
、
今
後
は
生
産
者
の
主
体
的
な
経

営
判
断
に
基
づ
く
需
要
に
合
っ
た
米

生
産
の
実
現
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

国
は
米
の
直
接
支
払
交
付
金
を
26
年

度
か
ら
削
減
、
30
年
度
に
は
廃
止
、
飼

これからの芳賀町の農業・農村をどう考えるか
町 積極的な発想で施策を進める

見目　匡　議員

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

答

答答

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

　
　
　
　
　
　
必
要
な
施
策
を

　
大
型
区
画
圃
場
が
必
要

　
　
必
要
性
を
感
じ
る

　
地
元
負
担
金
を

　
　
　
　
ど
う
す
る
か
が
問
題

　
農
業
の
大
転
換
期

　
　
　
　
　
対
策
室
の
設
置
は

問

問

問
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町
長　

今
ま
で
検
討
し
た
こ

　
　
　

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
持
ち
帰
っ

て
検
討
し
ま
す
。

　
　
　

芳
賀
町
に
は
宝
く
じ
売
り
場

　
　
　

が
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
が
夢

を
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
売
り
場
の
設
置

を
検
討
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

町
長　

宝
く
じ
の
販
売
す
る

　
　
　

こ
と
は
町
は
で
き
ま
せ
ん
。
道

の
駅
は
可
能
で
す
。
期
間
限
定
で
道
の

駅
で
販
売
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。今

後
は
常
設
販
売
が
で
き
る
よ
う
道
の

駅
に
取
扱
い
を
委
託
し
ま
す
。

　
　
　

町
政
懇
談
会
や
地
区
座
談
会

　
　
　

の
資
料
に
、職
員
の
行
動
指
針

が
あ
り
ま
す
。
正
職
員
に
は
お
互
い
を

評
価
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

嘱
託
職
員
も
職
場
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
す
。
人
事
評
価
を
す
る
べ
き
と
思
い

ま
す
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

町
長　

近
年
、
地
方
自
治
体

　
　
　

の
役
割
や
期
待
は
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
支
え
る
職
員

の
人
材
育
成
は
重
要
な
課
題
で
す
。嘱

託
職
員
に
つ
い
て
は
、
任
用
期
間
が
短

期
で
勤
務
体
制
も
異
な
り
、
人
事
評

価
に
な
じ
ま
な
い
職
員
で
あ
る
の
で

対
象
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

現
在
、
全
職
員
の
う
ち
嘱
託

　
　
　

職
員
は
4
人
に
1
人
の
割
合

で
す
。
正
規
も
嘱
託
も
町
民
の
福
祉

の
向
上
に
役
立
つ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

嘱
託
職
員
か
ら
の
意
見
を
聞
く
こ
と

は
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
。

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

農産物の販路拡大するにはどう考える
町 関係者と相談してから

北條　勲　議員

　
　
　

芳
賀
町
の
農
産
物
を
販
路
拡

　
　
　

大
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
の
条
例
を
制
定
す
べ
き
と
思
う
が

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

①　

朝
ご
は
ん
条
例

②　

焼
酎
に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る

　
　

条
例

③　

特
産
の
梨
を
大
切
に
す
る
条
例

　
　
　

町
長　

朝
ご
は
ん
は
、
文
部

　
　
　

科
学
省
の
早
寝
、早
起
き
、朝

ご
は
ん
の
推
進
を
当
町
で
も
子
供
た

ち
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

芳
賀
の
大
地
は
、町
内
産
の
麦
と
米

を
使
用
し
た
焼
酎
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

開
発
し
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

特
産
の
「
に
っ
こ
り
」
に
つ
い
て
は

大
玉
で
糖
度
12
％
以
上
の
も
の
を
芳

賀
の
め
ぐ
み
認
証
品
と
し
て
、
道
の
駅

は
が
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
　
　

①
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食

　
　
　

べ
て
健
康
の
町
づ
く
り
条
例

で
す
。
町
の
米
を
消
費
拡
大
す
る
た
め

に
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

　
　
　

町
長　

内
部
で
も
う
一
度
検

　
　
　

討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

町
の
名
産
で
あ
る
梨
を
町
民

　
　
　

の
誇
り
と
し
て
振
興
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
条
例
で
す
。

　

梨
農
家
は
、
3
年
続
け
て
苦
境
に

立
た
さ
れ
い
ま
す
。
精
神
的
な
励
み
に

も
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

町
長　

梨
農
家
の
方
と
相
談

　
　
　

し
て
、ど
う
す
る
か
検
討
し
ま

す
。

答 答

答

答

答答

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
は
な
い

　
　
朝
ご
は
ん
と
梨
は
相
談
し
て

　 

職
員
の
育
成
に
つ
い
て

今
ま
で
検
討
し
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
持
ち
帰
っ
て
検
討

　
宝
く
じ
売
り
場
に
つ
い
て

　
道
の
駅
で

　
　
　
　
販
売
を
委
託
す
る

問

問

問 問

問

問
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利
を
埋
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
国
庫
補
助
等
を
受
け
償
却
も
終

わ
っ
て
い
な
い
の
で
簡
単
に
は
移
転
で

き
な
い
。
様
子
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　

オ
ー
プ
ン
よ
り
6
年
が
経
過

　
　
　

し
、
管
理
運
営
も
安
定
化
し

て
き
た
が
、次
年
度
か
ら
の
消
費
税
増

税
を
控
え
て
不
安
要
素
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
委
託
費
、
テ
ナ
ン
ト
料
等
の

他
施
設
と
の
格
差
に
つ
い
て
、
商
業
振

興
の
観
点
か
ら
対
応
を
伺
う
。

　
　
　

町
長　

収
支
状
況
や
繰
越
額
、

　
　
　

事
業
計
画
を
精
査
し
て
適
正

な
委
託
費
を
予
算
化
し
て
い
る
。
バ
イ

パ
ス
に
接
し
た
大
型
商
業
店
舗
に
隣

接
す
る
立
地
条
件
を
最
大
限
に
活
用

す
る
工
夫
を
検
討
し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
空
間
創
出
が
重
要
と
考
え
る
。
地

域
中
小
商
業
支
援
事
業
等
の
国
庫
補

助
の
導
入
で
共
同
店
舗
の
活
用
も
検

討
に
値
す
る
の
で
は
。

　
　
　

バ
イ
パ
ス
開
通
に
伴
い
本
線

　
　
　

か
ら
外
れ
る
道
の
駅
は
、
今

後
、
市
貝
町
の
「
道
の
駅
」
開
業
や

様
々
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
売
り

上
げ
予
測
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長　

特
に
上
半
期
は
利
用

　
　
　

者
が
減
少
す
る
と
思
う
が
、こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
商
品
開
発
、

販
促
宣
伝
、商
品
ア
イ
テ
ム
見
直
し
な

ど
の
効
果
で
、同
様
の
売
り
上
げ
確
保

を
考
え
て
い
る
。
対
応
に
つ
い
て
は
補

助
事
業
を
導
入
し
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
の

提
供
、
物
産
品
の
紹
介
を
新
聞
や
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
活
用
し
タ
イ
ム
リ
ー

に
発
信
し
て
い
く
。

　
　
　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
し

　
　
　

て
3
期
計
画
の
立
派
な
計
画

を
作
っ
た
。
し
か
し
、こ
こ
に
至
っ
て
は

そ
れ
に
見
合
う
投
資
効
果
は
得
ら
れ

な
い
。
立
地
条
件
を
勘
案
し
、Ｌ
Ｒ
Ｔ

誘
致
も
視
野
に
入
れ
た
バ
イ
パ
ス
沿
い

へ
の
移
転
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

町
長　

や
は
り
立
地
条
件
に

　
　
　

よ
っ
て
非
常
に
左
右
さ
れ
る

と
思
う
。
け
れ
ど
も
、
コ
ン
サ
ル
に
丸

投
げ
で
は
な
く
、
ロ
マ
ン
の
湯
と
道
の

駅
は
何
か
一
体
的
に
開
発
を
し
て
不

　
　
　

教
育
長　

現
在
各
小
中
学
校

　
　
　

に
は
デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
が

つ
い
て
い
る
が
、
職
員
室
で
教
職
員
が

調
整
し
て
お
り
、
直
接
児
童
生
徒
へ

の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
に
は
活
用

し
て
い
な
い
。
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
教
育
に
活
用
で
き
る

か
、
各
学
校
や
校
長
会
等
で
議
論
し

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

前
述
の
考
え
の
下
、総
務
省
の

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
復
興
支

援
事
業
に
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
通
信
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
導
入
事
業
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
国
の
全
額
補
助
事
業
で
あ

り
、
町
と
し
て
応
募
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　
　
　

町
長　

こ
の
補
助
事
業
は
情

　
　
　

報
技
術
の
活
用
に
よ
り
、地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
に
お
け
る
高
度
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
現
時

点
で
は
具
体
的
な
検
討
が
さ
れ
て
い

な
い
が
、
補
助
制
度
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
調
査
し

な
が
ら
施
設
全
体
を
一
体
的
に
管
理

す
る
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。担
当
課

で
も
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
し
て
い
る
。
そ

う
い
う
結
果
が
出
れ
ば
、導
入
は
必
要

だ
と
思
う
。

　
　
　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、

　
　
　

日
本
中
に
省
エ
ネ
意
識
が
醸

成
さ
れ
て
き
た
。現
在
施
設
ご
と
に
管

理
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
省

エ
ネ
の
観
点
か
ら
一
体
的
な
管
理
が

必
要
と
思
う
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。　

　
　
　

町
長　

担
当
部
所
が
主
体
的

　
　
　

に
行
っ
て
い
る
が
取
組
み
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
。
施
設
ご
と
で
は
見
え

な
い
こ
と
が
施
設
全
体
を
一
体
的
に

管
理
す
る
こ
と
で
比
較
検
討
が
容
易

に
な
り
、
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
も
し
や

す
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

電
気
の
使
用
状
況
を
「
光
の

　
　
　

道
」
を
介
し
て
一
括
管
理
し
、

デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
等
を
利
用
し
て

児
童
・
生
徒
・
教
職
員
及
び
町
民
へ
の

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
も
可
能
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町有施設のエネルギー管理について
町 省エネの観点から一体的な管理が必要

水沼　孝夫　議員

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

答

答答

答

答

答 芳
賀
パ
イ
パ
ス
開
通
に
伴
う

道
の
駅
は
が
の
対
応
に
つ
い
て

　
モ
テ
ナ
ス
商
業
集
積
地
に

つ
い
て
　

問問

問

問

問

問

デマンド監視装置
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も
今
や
総
数
321
名
を
数
え
る
ま
で
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
が
、そ
の
意

図
、集
約
結
果
を
伺
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
今
後
ど
の
よ
う
な
展
開
を
図
っ
て

い
く
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　
　

町
長　

①
ご
み
の
分
別
・
排

　
　
　

出
方
法
の
変
更
に
対
す
る
住

民
へ
の
周
知
は
、「
広
報
は
が
」
に
特

集
を
掲
載
す
る
他
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
放
映
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
、
さ

ら
に
、
各
自
治
会
単
位
の
説
明
会
を

順
次
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
図
は
、Ｅ
Ｍ
ぼ
か

し
づ
く
り
事
業
を
行
政
主
体
か
ら
住

民
主
体
で
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

121
名
か
ら
回
答
が
あ
り
主
な
結
果

は
有
料
化
し
て
も
続
け
る
方
が
、101
名
。

し
か
し
、
リ
ー
ダ
ー
を
や
れ
る
か
に
つ

い
て
は
、
で
き
な
い
と
答
え
た
方
が
97

名
で
し
た
。

　

ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
は
重
要

な
施
策
で
あ
り
、
今
後
も
経
費
の
節

減
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
具
体
的
に
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
自

主
運
営
な
ど
よ
り
良
い
方
法
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

①
来
年
4
月
1
日
か
ら
正
式

　
　
　

稼
働
す
る
芳
賀
地
区
広
域
ご

み
処
理
施
設
の
火
入
れ
式
が
先
ご
ろ

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
ご
み
の
分
別
、
排
出
方

法
が
変
わ
る
そ
う
で
す
が
住
民
へ
の

説
明
会
等
移
行
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
生
ご
み
循
環
型
の
リ
サ
イ
ク
ル
の

流
れ
を
作
る
た
め
平
成
13
年
8
月
に

第
1
回
Ｅ
Ｍ
菌
モ
ニ
タ
ー
講
習
会
が

開
催
さ
れ
、
当
初
十
数
名
の
受
講
者

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

公共施設のバリアフリー化にどう取組むのか？
町 利用者の意見を伺いながら
　　　　　　総合的な判断を行い適切に対応

増渕　さつき　議員

　
　
　

高
齢
者
福
祉
の
充
実
の
た
め

　
　
　

に
町
の
施
策
を
聞
き
ま
す
。

①
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
妊
婦
・
傷

病
者
な
ど
が
移
動
し
た
り
公
共
施
設

な
ど
を
利
用
す
る
際
の
利
便
性
、
安

全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
新
法
が
平
成
18
年
に
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
多
く
利
用
す

る
町
内
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
お
聞
き
し

ま
す
。

②
認
知
症
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
増
え
る
の
に
伴
い
、
そ
れ
ら
の
方
の

権
利
を
擁
護
し
、
生
活
を
支
援
す
る

成
年
後
見
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
四
月
厚
労
省
は
老
人
福
祉
法

を
改
正
し
、
市
町
村
に
親
族
以
外
の
一

般
市
民
が
後
見
人
と
な
る
「
市
民
後

見
人
」
を
養
成
す
る
努
力
義
務
を
課

し
ま
し
た
。
町
の
実
態
把
握
の
状
況
、

養
成
事
業
へ
の
取
り
組
み
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
連
携
を
ど
う
考
え
る
か

お
聞
き
し
ま
す
。

　
　
　

町
長　

①
町
の
高
齢
化
率
が

　
　
　

年
々
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
会
館
や
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て

必
要
な
場
合
は
設
置
す
る
こ
と
に
し

ま
す
。

②
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
事

件
は
平
成
23
年
度
が
16
件
、
24
年
度

が
36
件
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、そ
の
内
容
は
社
会
福
祉
協

議
会
が
行
う
「
あ
す
て
ら
す
」（
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
）
に
よ
る
金
銭

管
理
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
紹
介
す
る
こ

と
で
解
決
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど

で
、
成
年
後
見
制
度
の
実
利
用
に
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

県
レ
ベ
ル
で
も
市
民
後
見
人
の
育

成
は
熟
慮
が
足
り
な
い
状
況
に
あ
り

ま
ず
は
親
族
後
見
人
を
優
先
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
の
対
応
に
つ
い
て

は
、相
談
者
の
状
況
を
的
確
に
判
断
し

た
上
で
、
代
替
支
援
も
考
慮
し
慎
重

に
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

答

 

利
用
者
の
意
見
を
聞
き

　
　
　
　
　
　
適
切
に
対
応

新
た
に
稼
働
す
る
ご
み
処
理
施
設

分
別
・
排
出
方
法
の
周
知
は
？

「
広
報
は
が
」
へ
掲
載
他

　
　
　
　
地
域
説
明
会
を
開
催

問

問

芳賀広域ごみ処理施設

答
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こ
れ
ら
の
国
の
施
策
を
受
け
、
一
部

の
市
町
村
で
は
空
き
家
の
活
用
を
図

る
た
め
賃
貸
・
売
却
を
希
望
す
る
所

有
者
か
ら
物
件
の
提
供
を
求
め
、
そ

の
情
報
を
利
用
希
望
者
に
提
供
す
る

空
き
家
バ
ン
ク
活
用
に
際
し
て
の
リ

フ
ォ
ー
ム
費
用
の
助
成
な
ど
の
取
り

組
み
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
二　

取
り
壊
し
費
用
の
助
成
制
度

が
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　

町
長　

不
良
住
宅
・
空
き
家

　
　
　

住
宅
の
除
去
に
対
す
る
国
の

補
助
事
業
と
し
て
、
空
き
家
再
生
等

推
進
事
業
が
あ
り
ま
す
。
従
来
、
過

疎
地
域
の
み
が
対
象
で
し
た
が
、
空
き

家
の
増
加
に
よ
る
住
環
境
の
悪
化
等

に
対
応
す
る
た
め
、全
国
に
補
助
対
象

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、街
な
み
環
境
整
備
事
業

住
宅
市
街
地
整
備
総
合
事
業
な
ど
の

財
政
支
援
策
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
対
象
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
の
空
き
家
対
策
に
は
法
律

や
財
政
上
の
課
題
が
多
い
こ
と
か
ら
、

全
国
町
村
会
で
は
去
る
11
月
20
日
に
、

市
町
村
が
直
接
か
つ
容
易
に
解
体
撤

去
が
行
え
る
よ
う
な
新
法
制
定
や
解

　
　
　

近
年
、
芳
賀
町
町
内
で
も
空

　
　
　

き
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
核
家
族
に
よ
り
一
人
暮
ら
し

の
世
帯
が
増
加
し
、
芳
賀
町
内
で
は

５
，
２
６
４
戸
の
う
ち
146
戸
が
空
き

家
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
調
査
に
よ
り

判
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
態
を
受
け
今
後
、
町
外
か

ら
の
人
口
導
入
を
考
え
、
持
家
の
三

親
等
内
の
理
解
、
協
力
を
得
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
政
と
し
て
と
り

く
む
考
え
が
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。

問
一　

国
の
事
例
が
あ
る
の
か
お
伺

い
し
ま
す
。

　
　
　

町
長　

国
で
の
事
例
が
あ
る

　
　
　

か
で
す
が
、議
員
ご
指
摘
の
り

と
お
り
空
き
家
は
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
む
中
で
増
加
し
て
お
り
、防
犯
、

火
災
予
防
、
衛
生
、
景
観
な
ど
の
面
で

全
国
的
に
問
題
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
で
は
空
き
家
対
策
の
強
化
を
図

る
た
め
、
平
成
23
年
度
住
生
活
基
本

計
画
を
全
面
改
定
し
、
空
き
家
の
再

生
及
び
除
却
や
情
報
提
供
等
に
よ
り

空
き
家
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
ど
を
把
握
し
、
管
理
不
全
の
空
き

家
に
対
し
て
は
、
芳
賀
町
空
き
地
等

の
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
指
導
・
勧

告
・
措
置
命
令
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。同
条
例
は
空
き
地
の
適
正
管
理
に

重
点
を
置
い
た
条
例
で
あ
り
、
本
町
の

空
き
家
の
実
態
に
即
し
て
制
定
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
適

正
管
理
を
誘
導
し
て
い
く
中
で
、必
要

な
場
合
は
条
例
を
見
直
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
施
策
事
業
の
構
築
に
つ
い
て

で
す
が
、
今
回
の
実
態
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
ま
た
、
全
国
の
他
市
町
村
等

の
取
り
組
み
事
例
を
参
考
と
し
て
、来

年
度
か
ら
総
合
的
な
空
き
家
対
策
を

講
じ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

国
の
施
策
説
明
、
一
部
の

　
　
　
　
　
市
町
村
事
例
紹
介

　
全
国
市
町
村
会
国
へ
要
望

体
費
用
の
財
政
措
置
、
空
き
家
再
生

推
進
等
事
業
の
対
象
範
囲
の
拡
大
な

ど
を
国
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
三　

町
に
ふ
さ
わ
し
い
条
例
の
制

定
、
施
策
事
業
の
構
築
の
考
え
が
あ

る
の
か
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　

町
長　

空
き
家
対
策
に
は
、

　
　
　

ま
ず
対
象
と
な
る
家
屋
の
把

握
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、自
治

会
の
協
力
に
よ
り
本
年
10
・
11
月
に
実

態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

全
世
帯
の
お
よ
そ
2.8
％
に
あ
た
る
146

戸
が
空
き
家
で
あ
る
と
認
識
で
き
、そ

の
う
ち
管
理
不
全
度
が
高
い
家
屋
が

65
戸
、
老
朽
度
が
高
い
家
屋
が
64
戸

あ
り
、屋
根
や
外
壁
な
ど
の
傷
み
が
著

し
い
家
屋
も
17
戸
に
上
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
後
、
所
有
者
や
管
理
者

空き家対策について
町 総合的な空き家対策を講じる

大島　浩　議員

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

答

答

答

問
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し
て
も
被
害
者
の
経
済
負
担
が
大
き

い
。
安
心
安
全
の
町
を
ど
う
守
っ
て
い

く
か
、
農
機
建
機
盗
難
の
現
状
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
長　

多
発
傾
向
に
あ
り
、

　
　
　

圃
場
に
放
置
し
て
の
盗
難
だ

け
で
な
く
、倉
庫
に
格
納
し
た
状
態
で

の
盗
難
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
平
成
24

年
度
町
内
で
は
、
建
機
５
件
農
機
３

件
、
平
成
25
年
度
９
月
ま
で
農
機
盗

１
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

対
策
と
注
意
喚
起
に
つ
い
て

　
　
　

町
長　

盗
難
対
策
は
、
圃
場

　
　
　

等
に
農
機
を
放
置
し
な
い
・
鍵

を
必
ず
抜
く
・
保
管
倉
庫
に
鍵
を
か

け
る
。
以
上
の
対
策
に
加
え
て
、
ワ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
等
盗
難
防
器
具
を
取
り
付

け
る
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
等
を
取
り
付

け
る
な
ど
の
対
策
が
有
効
で
す
。
町
と

し
て
も
、
広
報
等
で
注
意
喚
起
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

で
な
く
、停
留
所
を
指
定
し
て
多
少
歩

い
て
も
ら
う
取
り
組
み
も
必
要
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

モ
テ
ナ
ス
の
事
務
所
に
、
レ
ン

　
　
　

タ
ル
自
転
車
・
手
押
し
車
・
シ

ニ
ア
カ
ー
な
ど
を
用
意
し
ひ
ば
り
タ

ク
シ
ー
と
連
携
さ
せ
広
く
行
動
で
き

る
施
策
は
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　

町
長　

協
力
的
な
自
転
車
会

　
　
　

社
も
あ
る
よ
う
な
の
で
検
討

し
ま
す
。

　
　
　

祖
母
井
ま
で
自
分
の
自
転
車

　
　
　

を
利
用
し
、買
い
物
を
し
て
荷

物
が
増
え
た
と
こ
ろ
の
帰
り
は
、
自
転

車
と
と
も
に
ひ
ば
り
タ
ク
シ
ー
で
帰
宅

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。　

　
　
　

総
務
企
画
部
長
兼
企
画
課
長

　
　
　

健
康
面
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、

デ
マ
ン
ド
プ
ラ
ス
自
転
車
と
い
う
組
み

合
わ
せ
も
有
効
な
手
段
と
考
え
ま
す
。

　

緑
ナ
ン
バ
ー
の
現
行
車
両
に
自
転

車
キ
ャ
リ
ア
が
付
け
ら
れ
る
の
か
を
含

め
委
託
業
者
と
と
も
に
検
討
し
ま
す
。

　
　
　

当
町
に
お
い
て
も
、農
機
具
や

　
　
　

建
設
機
械
の
盗
難
が
相
次
い

で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
高
価
で
あ

り
、
保
険
や
共
済
に
加
入
し
て
い
た
と

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

歩行者や自転車に優しい道路のありかたは
町 道路幅員を縮小し路肩を確保

小林　一男　議員

　
　
　

少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
今

　
　
　

日
、社
会
の
仕
組
み
も
そ
れ
に

合
わ
せ
て
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

経
済
が
成
長
し
つ
づ
け
る
仮
定
の
も

と
計
画
さ
れ
た
町
の
あ
り
方
か
ら
、子

ど
も
達
や
高
齢
者
に
優
し
い
あ
り
方

に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。　

　

車
優
先
か
ら
歩
行
者
や
自
転
車
、

最
近
増
加
し
て
い
る
セ
ニ
ア
カ
ー
に

優
し
い
道
路
形
態
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
　

町
長　

全
国
的
に
通
学
児
童

　
　
　

の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
通
学
路
の
緊
急
合
同

点
検
を
行
う
な
ど
国
の
施
策
も
通
学

路
の
安
全
対
策
を
強
く
推
進
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
町
も
道
路
整
備
長

期
計
画
で
歩
道
整
備
の
重
要
性
を
反

映
さ
せ
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

歩
道
設
置
が
困
難
な
通
学
路
に
つ
い

て
は
、
道
路
幅
員
を
縮
小
し
路
肩
を

確
保
す
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
行
っ

て
お
り
、
現
在
、
東
高
橋
地
内
前
田

橋
付
近
を
１
車
線
化
し
、ポ
ス
ト
コ
ー

ン
に
よ
り
車
と
歩
道
の
通
行
帯
分
離

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　

歩
道
整
備
に
は
お
金
と
時
間

　
　
　

が
か
か
る
が
、車
の
通
行
部
分

を
狭
め
る
の
は
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず

早
く
整
備
で
き
る
。こ
れ
を
推
進
す
る

考
え
は

　
　
　

町
長　

東
高
橋
の
事
例
を
見

　
　
　

守
り
、
結
果
が
良
好
で
あ
れ

ば
全
町
に
積
極
的
に
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

ひ
ば
り
タ
ク
シ
ー
の
更
な
る

　
　
　

利
便
性
向
上
に
つ
い
て

　
　
　

町
長　

交
通
弱
者
の
移
動
手

　
　
　

段
の
確
保
対
策
と
し
て
、ふ
れ

あ
い
タ
ク
シ
ー
ひ
ば
り
は
運
行
主
体

を
商
工
会
か
ら
町
に
移
管
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
は
約
２
万
８
千
人
の
利

用
で
運
行
費
２
，
７
８
４
万
円
、一
人

１
回
利
用
990
円
、
内
690
円
を
町
が
補

助
し
て
い
ま
す
。
利
便
向
上
は
、近
隣

町
デ
マ
ン
ド
交
通
と
の
連
結
が
課
題

で
す
が
運
行
エ
リ
ア
を
上
高
根
沢
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
視

点
ら
、
す
べ
て
が
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア

答

答答

答答

答答

　
　
道
路
行
政
に
つ
い
て

　
農
機
建
機
の

　
　
　
盗
難
防
止
に
つ
い
て

問問

問

問問 問

問
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　私は、消防団、子供育成会、スポーツ
少年団、そして学童野球など、町全体と
のふれ合いの中で感じることは、町の体
育施設が充実している事です。そんな中、
子供のスポーツへの興味はあっても、な
かなか参加できないもどかしさ、歯がゆ
さがあります。
　2020 年には、夏季東京オリンピック
が決定した今、さらに子ども達には、大
きな目標に向かって、芳賀町で育った子

　芳賀町の秋の風景として、最近は熱気
球があります。毎年これを見ると、すっ
かり秋だなあと思っていました。
　しかし、今年はその熱気球のクルーの
ホームスティを我が家で受けることにな
りました。ホームスティの当日までの緊
張感、来日してからの言葉の壁と文化の
違い、私以上に家族、特に子ども達には
かなり衝撃的だったでしょう。
　でも、私が子ども達の年齢の頃には、
このような外国人とのふれあいは皆無で

達がオリンピックに出場できる事を期待
して私も手助けしていきたいと思います。
　そんなことを考えているとワクワクし
てきます。
　今から町全体で協力し合い、小さな子
か ら お 年 寄 り ま で ス
ポーツを楽しみましょ
う。さらにその先まで
継続することが大事だ
と思います。

したし、子ども達にとってよい体験だっ
たと思います。このような体験ができた
のも、芳賀町等でバルーンフェスタが開
催されるからだと思います。
　最後に、自分も様々な経験をしてきた
つもりでしたが、まだまだ足りないもの
ばかりです。“人生日々精進”自分の物差
しをもっともっと前に、伸ばして行こう
と思います。
　さあ、自分磨きのShow  time だ！！

山田　貴広さん
（上延生）

高橋　隆伸さん
（東高橋）

未来に向けて

ｍｙ　ｍｅａｓｕｒｅ！

　私の家は、芳賀チャンネルのおかげで
地元の情報や子ども達の学校行事を見る
事ができます。学校行事ではビデオに撮
り忘れたり、ビデオが故障してもテレビ
で見ることができるので、ありがたいで
す。中学生のマイチャレンジでは、親が
子どもの働いている姿を直接見る事がで
きないので、その職場で迷惑をかけてい
ないかと心配していましたが、テレビで
姿を見たときは安心しました。これから
も、地域の情報を数多くテレビで放送し
てほしいです。
　でも残念なことがあります。それはケ

ーブルテレビ未加入世帯があるため、芳
賀町全部に情報が伝わっていない事と、
地域の公民館で情報が分からないことで
す。公民館は地域の行事での集まりもあ
り、緊急時には避難場所になるかもしれ
ません。テレビのない公民館には町の助
成でケーブルテレビの工事とテレビが必
要だと思います。
　芳賀チャンネルの情報をもっと多くの
人に知ってもらうために、そして地域の
方が集まる公民館にも、助成を前向きに
ご検討ください。

関　喜一さん
（下高根沢）

ガンバレ芳賀チャンネル
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LRT（Light Rail Transit）

ＬＲＴについて議員勉強会

議会運営委員会・広報委員会行政視察

　12 月 16 日「ＬＲＴの推進について」と題して、宇都宮大学大学院工学部建設学科の森本章倫教授を招き、
勉強会が開催されました。森本教授は、県建築審査会会長、宇都宮市都市計画審議会会長等県内の社会活動
に多数携わり、公共交通や都市計画についての権威者です。基幹公共交通ＬＲＴとまちづくりについて、計
画の検討経緯や基幹公共交通と地域内交通の連携の重要性を講演されました。

期　日：平成26年１月23日（木）～24日（金）
場　所：埼玉県飯能市　　　　・タブレット端末使用状況
　　　　埼玉県比企郡川島町　・議会における災害対策の取り組みについて
　　　　　　　　　　　　　　・議会運営委員会並びに広報常任委員会活動について
　　　　　　　　　　　　　　・意見交換会

埼玉県飯能市
　飯能市議会におけるタブレット端末導入（①経緯②利用状況③効果④今後の課題等）
について視察研修しました。今後、議会内の情報伝達、危機管理上の緊急連絡、各種資
料の閲覧等の利用を図るうえで、飯能市議会議員さんと意見交換をしました。

埼玉県川島町
　川島町は、芳賀町と災害協定をしています。議員による災害対策委員会が設置され、
災害時議員行動マニュアルにより、議員としての行動と対応が統一されていました。ま
た、議会運営委員会並びに広報常任委員会活動についても意見交換をしました。

埼玉県飯能市

埼玉県川島町

飯能市にて研修 川島町にて研修 川島町役場前にて
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議員研修レポート
栃木県町村議会議員研修会

福島県石川町行政視察来町

芳賀郡市町議会議員
自治研修会　11 月 27 日県町村議会議員研修会が宇都宮市

東市民活動センターで行われました。
　「分権時代における町村議会の役割と使命」と
題して明治大学政治経済学部教授牛山久仁彦氏
　「これからの日本の政治」と題して慶応義塾大
学法学部教授小林良彰氏の講演がありました。

　１月31日福島県石川町議会議員11名が
行政視察に来庁しました。
　「廃校の利活用について」と題し、芳賀
町における廃校の管理・活用状況を総務課
長管財係長から説明を受け、生涯学習セン
ターを見学して行きました。

　11月7日芳賀郡市町議会議員自治
研修会が鬼怒川「御苑」で行われ、芳
賀郡市町の議員さんが参加しました。
　内容は「舞台裏から見た政治経済　
アベノミクスは成功するのか」と題
して経済ジャーナリストの須田慎一郎
氏と「リーダーのためのコミュニケー
ション力　部下の能力を引き出し組織
を活性化」と題しフリーアナウンサー
の牛窪万里子氏の講演がありました。
　牛窪氏の講演では、実習もまじえコ
ミュニケーションの取り方の難しさを
学びました。

上手くコミュニケーション取れたのでしょうか？研修の一コマ
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１１月
	 　６日・県道整備促進等要望行動
	 　７日・議員全員協議会
	 　７日・郡市町議会議員自治研修会（～ 8 日）
	 　８日・産業建設・教育民生常任委委員会
	 １１日・県町村議長会議長会議
	 １３日・議長全国大会
	 １８日・産業建設常任委員会
	 １９日・総務・広報常任委員会
 　　 ・議友会
	 22日・主要地方道宇都宮茂木線要望活動
　　 　　 ・郡市町議会議長会定例会
	 2７日・県町村議会議員研修会
	 2８日・議会運営委員会
 　　 ・議会検討委員会
 　　 ･ 議員全員協議会
１2月
	 　３日・定例会（～６日）
	 １5日・芳賀バイパス開通式
	 １６日・LRT 勉強会
　　　　	　　　　・自治会長と議会議員懇談会
１月
	 　８日・議員全員協議会
	 　　　　・臨時議会
　 　　　 ・賀詞交換会
　	 １2日・成人式
　　	 １5日・町農業振興対策推進協議会
　　	 １６日・芳賀北部４町研修会（～ 17 日）
　　	 １７日・芳賀工業団地連絡協議会賀詞交換会
　　	 2１日・農業委員と議会議員懇談会
　　	 2３日・議会運営委員会＆広報常任委員会
　　　　　 行政視察研修（～24日）
　　	 ３１日・福島県石川町議会議員行政視察来庁

　芳賀町の「議会だより」は、年４回と随時に臨時号
を発行し、町内各戸や関係機関へ配布しております。
　皆さまに、議会がより親しまれる身近なものとなれ
るよう「議会だより」の表紙を飾る写真を募集いたし
ます。
テーマ「元気な芳賀町」（人物・風景等は問いません。）
応募上の注意
　・応募者は町民に限ります。
　・プリント（Ｌ版以上）またはデジ
　　タルデータのタテ型
　・編集の都合上、作品のトリミング
　　を行う場合がありますので、あら
　　かじめご了承ください。
　・撮影者自身に著作権のある未発
　　表、未公開の作品
　・被写体が人物の場合は、必ず本人の承諾を得て　
　　応募してください。
　・応募の際は、住所、氏名、電話番号のほか、撮影
　　場所、作品のタイトルを明記してください。
審査方法
　芳賀町議会広報常任委員会にて審査します。
応募締め切り　平成26年4月15日（火）　
応募先　芳賀町議会事務局
その他
　採用者には粗品を進呈します。
　次号は 5月発行予定です。

訂正とお詫び
議会だより№148号に訂正がありました。
増渕さつき議員の一般質問中見出しを下記のとおり訂正するとともに
錯誤につきましては深くお詫び申し上げます。

誤  「子どもへの安全対策を伺う！」
　　　　　　　　　　➡
正　見直し後の「芳賀町地域防災計画」その内容は？

誤　町　さらに児童、生徒への安全確保に配慮
　　　　　　　　　　➡
正　町　避難勧告や指示具体的な判断基準を設置

誤　下段の見出し「歯が地区消費生活センター町民の活用状況は？」
　　　　　　　　　　➡
正   「相談者の割合は増加利用しやすい環境と認識」

〈定例会は３月３日（月）～17日（月）までです〉
※議会定例会をその日の20：00～と再放送を翌日14：00～に放映

はがチャンネルも見てね !!

議会だよりの表紙写真を募集！

　

２
月
に
行
わ
れ
た
東
京
都
知
事
選

の
費
用
は
50
億
円
、
３
年
足
ら
ず
で

３
回
目
の
費
用
は
130
億
円
は
血
税
で

す
。

　

最
大
９
連
休
の
正
月
休
み
も
、
担

当
者
は
休
め
な
い
と
の
テ
レ
ビ
を
見

て
思
っ
た
こ
と
は
、
半
年
前
の
議
会

だ
よ
り
の
「
私
の
い
い
た
い
こ
と
」
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
、
上
稲
毛
田
の
大

和
さ
ん
か
ら
の
「
選
挙
立
会
人
の
時

間
を
短
く
」
に
私
も
同
感
で
す
。

　

投
票
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
方
に

は
、
期
日
前
投
票
が
あ
り
ま
す
の
で

選
挙
日
の
受
付
時
間
を
短
く
し
て
も

問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

法
律
を
作
る
の
は
国
会
議
員
で
す

期
日
前
で
あ
れ
当
日
で
あ
れ
時
間
を

長
く
す
れ
ば
、
投
票
率
が
上
が
る
と

で
も
思
っ
て
い
る
の
か
。

　

無
駄
な
時
間
、
無
駄
な
費
用
を

少
し
で
も
少
な
く
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
地
方
の
一
議
員
の
思
い
を
何

と
か
地
元
選
出
の
国
会
議
員
に
届
け

て
、
国
民
に
不
利
な
法
律
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
（
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

北
條　

勲
記
）


